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●三重県外国人技能実習生受入団体連絡協議会の
　　　　　　　　　　　　　　　　　通常総会・研修会

　三重県外国人技能実習生受入団体連絡協議会（会長 伊藤賢

一 氏）は、8月21日、津市新町のプラザ洞津において第12回通

常総会を開催しました。

　平成24年度事業報告・収支決算、平成25年度事業計画・収支

予算が承認され、役員改選において国際技術支援協同組合の

伊藤賢一理事長が会長に再任されました。

　総会終了後には、研修会が開催され、講師の公益財団法人

国際研修協力機構 国際部 副部長 林 有造 氏から技能実習制

度における最近の送出し国事情について講演があり、約30名

の参加者は熱心に聴講しました。

15

企業組合やじろべえのハウス（滋賀）

高齢者、障がい者を対象とした共生型デイサービス
の展開

　平成18年の介護保険法等の改正を契機とし、県儒者と障
がい者が共に過ごせる「共生型デイサービス」施設を設置。
季節や自然を感じられるサービスメニューを提供している。

先進組合を紹介します。
全国の先進的、先駆的な組合の中から、
平成24年度に調査した事例を紹介し
ます。組合の詳細については、企画振興
課までご連絡ください。

テーマ●「社会性」を強調するソーシャルビジネス

企業組合元気処ふじた茶屋（福岡）

街の賑わいづくりのための「おかみさんらがつくる交
流食堂」
　「昔賑やかだった商店街」になってしまった商店街を、元
気にするため藤田地区の婦人達仲間６人が、平成14年4月
に共同運営形態の店舗「ビッグ・ママ・キッチン」という食堂
をオープンさせた。

あおもり藍産業協同組合（青森）

地域の力を結集した「あおもりの藍」の復興と産業化
あおもりの藍を新たな技術により、磨き上げられた商品を
域外に販売し産業化を目指す「地域のちから」が結集され、
「地域資源活用プログラム」のベストプラクティス事業として
地位を確立した。

テーマ●地域の農林水産品を蓄積された技術・技法で加工（農林水産型）

くまもと南園の匠協同組合（熊本）

“匠の技”が織りなす組合ブランドで海外市場に挑む
　組合員が生産する県内の農林水産物の素材・加工品を
『南園の匠』という組合ブランドとして確立。安心・安全・
美味を最大の強みとし、海外での市場開拓に取り組んで
いる。

10月・11月は「小規模企業共済制度」「経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済制度）」の全国加入促進強化月間
です！詳しくは中小機構ＨＰをご覧ください。http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html

ワンライン
NEWS


	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16

